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　　【生徒の視点で作られた参考書 ～疑問解決の近道へ～】�
　今回は「冠詞」についてご紹介します。日本人はふだん、名詞について「数えられるか数え

られないか」「特定のものか不特定のものか」「単数か複数か」を意識しませんよね。名詞につ

く冠詞は日本人に馴染みのない分、英語を学習する生徒の皆さんにとって混乱しやすい文法で

す。New Angle は、生徒さんが疑問に思うことを想定して現場の先生によって作られたので、

解決の糸口を見つけやすい参考書となっています。 

「いつも特定の学校に行っているのに、なぜ go to school には『the』が
つかないのですか？」と生徒さんに質問されたことがある先生は多いので
はないでしょうか。

これは、「学校」という場所で、「学ぶ」という行為が行われ、school と
いう名詞が「人が学ぶ時間を過ごすための場所」という意味を持つように
なったためと考えられています。このように、建物や場所が本来の目的・
機能など、抽象的な意味を表すときは無冠詞となることが多いのです。

英語を学ぶ時、ただ機械的に文法のルール
を覚えるのではなく、その英語表現を使う「意
味」を考えることが大切です。

New Angle は、生徒の皆さんが英語を学ぶ
ための手助けをさせていただきます。

細部にまでこだわった参考書ですが、特にこだわりの詰まっ
たページについては、ぜひともご覧いただきたく、付箋を挟
んでご紹介しております。

お手元の見本を、ペラペラとめくってみてください！

「go to school」は、なぜ「the」がつかないの？

New Angle は、丁寧な解説でわかりやすさを追求しています。

ご審査用見本には、付箋を挟んで
先生方にお届けします！
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F-2 「冠詞の省略」より一部抜粋

無料見本のご依頼は
裏面のお申込み
フォームから ▶▶▶

お気づき

でしょうか…?



営業担当

ご採択校の先生の声

東京都世田谷区 東京都市大学付属等々力中学校・高等学校 様
New Angle 総合英語（参考書）と New Angle 47 Textbook （テキスト）と Workbook （ワーク）
を中学 3 年生の 2 学期から高校 1 年生までの間、ご利用いただいています。

ありがとうございました！

参考書は授業中に引かせて、テキストで説明し、ワークの STEP 1 を演習、STEP 2 を課題
で出しています。小テストや、定期考査の範囲に入れています。

章の導入部分が生徒と先生の会話になっており、会話している人物の名前が具体的で、思い
出しやすいです。
例えば、第 1 章では先生と真理の会話、第 2 章は先生と陽一郎との会話形式を取っていて、
人物が変わっていきます。覚えやすいので、授業内で生徒に読ませています。

また、全体的に文法説明が詳しいのも大変魅力的です。教師が自分の知識として説明してい
た事項が、かなり言語化されています。教師のスキルが文章にされていて、それが導入の会
話に反映されているところは、とても扱いやすいです。

先生

どのようにして使っていますか？

どのようなところが使いやすいですか？

見 本 お 申 込 み フ ォ ー ム

ご注文方法の
ご案内

送料のご案内

こちらの用紙にご記入の上、FAXをお送りいただくか、直接お電話をおかけください。

＊ 同封の見本：総合英語（参考書） / 27シリーズの Textbook & Workbook / 47シリーズの Textbook & Workbook /  
Test Box （テスト作成ソフト）サンプル CD の計【6点】

お電話／FAXは以下へ☟
TEL. 03-3304-5562　FAX. 03-3304-5316

送料はかかりません。 ご審査・ご検討用見本（無料）

貴校名 お電話番号

送付先住所 〒

ご担当者名 役職名

Email アドレス

学校事業部

https://www.kyo-kai.co.jp/special/new-angle/

東京都杉並区下高井戸
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